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Fig.6FTtIRspectraforthesampletreatedinwatervaporandthenheated400℃ for24hr
ることから､幾分かの水の残存しているため強度が低下しないのであろう｡本実験での脱水前
後での試料の重量変化率は約8%で､かなりの水がガラス中に存在 していたことからも､強度
上昇には水が関与していると考えられる｡
4..結論
石英ガラスを用いて300℃の水蒸気中及び水中における腐食試験を行い､以下の結論を得た｡
1)石英ガラスの腐食反応は水蒸気中では表面化学反応律速で､水中では拡散律速で進行 し
た｡
2)同じ充填率の場合､水蒸気腐食の方が水熱腐食よりも腐食速度が大 きくなった｡
3)腐食後の試料の強度の上昇は､試料中への水の拡散によるガラスの粘性の低下が原因であ
ると考えられた｡
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